
限
し
た
り
、
交
渉
内
容
の
制
限
。
回

答
根
拠
の
資
料
を
提
示
し
な
い
な
ど

を
不
誠
実
団
交
と
し
不
当
労
働
行
為

扱
い
と
み
な
し
て
い
ま
す
。 

＝
労
使
対
等
の
原
則
＝ 

 

ダ
イ
ヤ
改
正
は
職
場
の
労
働
条
件

と
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
場
合
に
よ

っ
て
は
人
事
異
動
も
含
み
ま
す
。 

早
急
に
提
案
団
交
を
す
べ
き
で
す
。 

 

＝
突
然
の
提
案
＝ 

 

昨
年
、
冬
季
ダ
イ
ヤ
改
正
解
明
団

交
終
了
後
、
突
然
、
会
社
よ
り
「
大

幅
に
変
更
し
た
場
合
の
み
提
案
と

し
、
そ
れ
以
外
は
窓
口
等
を
活
用
し

「
大
幅
に
変
更
し
た
場
合
の
み
提
案

と
し
、
そ
れ
以
外
は
窓
口
等
を
活
用

し
た
お
知
ら
せ
と
し
た
い
」 

知
ら
せ
と
し
た
い
」 

 

お
知
ら
せ
と
し
た
い
」
提
案
が
あ
り

ま
し
た
が
合
意
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
も
そ
も
提
案
の
内
容
は
労
組

法
第
７
条
２
号
に
抵
触
し
ま
す
。 

 

２
号
は
団
交
の
交
渉
人
数
を
制

限 
 

 

一人はみんなのために みんなは一人のために 

 

 

※労働組合法・第七条  使用者は、次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

一  労働者が労働組合の組合員であること、労働組合に加入し、若しくはこれを結成し

ようとしたこと若しくは労働組合の正当な行為をしたことの故をもつて、その労働者を解

雇し、その他これに対して不利益な取扱いをすること又は労働者が労働組合に加入せ

ず、若しくは労働組合から脱退することを雇用条件とするこ と。 

  ただし、労働組合が特定の工場事業場に雇用される労働者の過半数を代表する場合

において、その労働者がその労働組合の組合員であることを雇用条件とす る労働協約

を締結することを妨げるものではない。 

二  使用者が雇用する労働者の代表者と団体交渉をすることを正当な理由がなくて拒

むこと。 (以下三、四は省略) 
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こ
れ
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
ダ
イ
ヤ

改
正
時
、
会
社
よ
り
ダ
イ
ヤ
提
案
を

受
け
て
き
ま
し
た
が
「
平
成
２７
年
度

夏
季
ダ
イ
ヤ
改
正
」
に
つ
い
て
は
未

だ
あ
り
ま
せ
ん
。
前
代
未
聞
で
す
。 

 

 

お知らせ 

1 月１９日(月)岩手医大病院に入院し２２日手

術した安保さんが２月２日無事退院しました。

今後は職場復帰に向け自宅療養になります。 

安保「お見舞い有難う。ご心配かけました。」 


